
ライツ・イシューの事例 

株主割当増資 
 

※ライツ・イシューの原型 

ライツ・イシュー 
 

※株主に割当てられたライ
ツ（新株予約権）が、取引所

で売買できる。 

初めてのライツ・イシュー 
 

タカラレーベン（8887）が、2010年3月5日
に公表、同年5月末にかけて実施した。 
 
・1株につき、1ライツ（新株予約権）を発行 
・ライツの内容は、1株３００円で新株を買う権利
（直前株価５５９円） 

・ライツは、同年３月末に株主に割当てられて、
４月月初から東証に上場され、同年５月２４日ま
で売買された。 

ライツは、自己株を除く１６５５万株に割
当てられたが、ライツの上場期間中の総
売買高は、３６０万ライツとなった。 

ライツの払込は１５８４万（９５．７％）ライ
ツで実行され、タカラレーベンは４７．５億
円を調達した。 

※８割以上の株主が、そのま
ま払い込んだことになる 

失権（未行使）となったライツは７１万ライ
ツで、全体の４．３％ 
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ライツの 
行使価格 

ライツの価格推移 

株価推移 

タカラレーベンの株価推移（2010年1月～2011年6月） 

ライツ売買期間の株価の動き 

右図は、昨年から
のタカラレーベンの
株価推移です 

右図は、ライツ・イシュー
実行時のタカラレーベン
の株価推移です 

右図は、東証に上場され
たライツの価格推移です 


